
　甲状腺検査には検査の対象者のうち希望する全員に行う一次検査と、一次検査の結果一定の基準を
超えた方のみに実施する二次検査があります。
　一次検査では、超音波検査によって甲状腺の状態を観察します。結果は「のう胞」や「結節」の有無や
大きさによって判断します。のう胞や結節の大きさが基準を超えていた場合は、一次検査の結果通知と
併せて、二次検査をご案内します。
　二次検査は、精密検査で、より詳細な超音波検査と尿検査、血液検査を行います。また、必要と思われる
方には細胞の検査も行います（穿刺吸引細胞診）。二次検査の結果、A1・A2相当以外もしくは何らかの
治療が必要となった場合は、通常の保険診療に移行し、主治医のもと適切な対応が選択されます。
　検査は、20歳を超えるまでは2年に1回、25歳以降は5年に1回の間隔で受けることができます。
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